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お問合せ先
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架空請求詐欺被害の増加

県内の平成29年中における特殊詐欺の認知件数は116件、被害総額は約1億9,400万円でした。
平成28年と比べ、被害額は約１億3,000万円減少しましたが、認知件数は４年連続で100件を超え
ており、依然深刻な状況にあります。

メールやハガキを送りつけ、身に覚えのない請求をする「架空請求詐欺」が５５件と前年に比べ

１９件増加しました。

キャッシュカード手交型や電子マネー型の手口が増加
金融機関等を騙り、「カードが悪用されています」「新しいカードが

届くので、キャッシュカードを預かります」などと言って、キャッシュ

カードをだまし取る「キャッシュカード手交型」の手口や、コンビニな

どに売っている「電子マネー」を購入させ、その個別番号を聞きだし、

だまし取る手口による被害が平成28年に比べ大幅に増加しました。
犯人は振込以外にも様々な手段を使ってお金をだまし取ろうとして
きます。少しでもおかしいと思ったら、周りの人に相談しましょう。

県内ではこのような郵便ハガキが多
数送付されています。これらのハガ
キはすべて詐欺です。記載してある
電話番号には電話しないでください。

携帯電話やスマートフォンに
ショートメールなどで送られてき
ます。身に覚えのない請求は無
視しましょう。

金融機関・コンビニ等の職員や店員が、被害者へ声かけをしたり警察へ通報することによって、

特殊詐欺を未然に防いだ件数が１７４件（Ｈ28）から２７９件（Ｈ29）に増えました！特殊詐欺の被
害撲滅には、金融機関やコンビニ等、各事業者の皆様の協力が必要不可欠です。これからも被害

撲滅に向けた取組への協力や、被害を疑われる人への積極的な声かけをよろしくお願いします！
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